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１０月２７日(木)、本校に多くのお客様をお招きし、学校公開研究会を開催しました。 

本校では、令和３年度より一関市教育委員会の指定を受け、国語の研究を進めてまいりまし

た。研究のテーマを「自ら学び、豊かに考える児童の育成 ～読書活動を取り入れた国語の授

業づくりを通して～」とし、国語の学習と読書を強く関連させた授業実践を行ってきました。

研究の２年目である今年は、これまでの取り組みの成果と課題を検証するため、本校以外の先

生方のご意見をいただく機会として、授業を公開しての研究会を開催しました。 

当日は８５名のお客様が来校し、２～６年生、６学級の「ことばの時間」と国語の授業を参

観しました。いつもとは違う雰囲気の中で行う授業に子供たちも緊張したようではありました

が、すぐに集中し、普段通りの授業を行うことができました。各学年の授業は、読書と関連さ

せながら、説明文や物語文の読み取り・民話の紹介・書き方の工夫の発見・文章の要約と、バ

ラエティーに富みました。参観した方々には、子供一人一人が自分たちの言葉でそれぞれの考

えを話せていると、必要な力を身に付けていることについてたくさん褒めていただきました。 

 保護者の皆様には、草刈りや窓ふき等の環境整備作業、当日の運営に関わる仕事等、公開を

迎えるまでたくさんのことにご協力いただきました。心よりお礼申し上げます。そして、なん

といっても一番ありがたかったのは、子供たちを元気に学校に送り出していただいたことです。

本当にありがとうございました。 

閉校まで残り５か月、最後まで子供たちの力を伸ばしていけるよう、職員一丸となって今後

もますます努力してまいります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

                              新沼小学校校報 
 

学校教育目標 

夢のつぼみは光に燃えて,さあ挑戦！ 

に   人間性豊かで 

い   命を大切にし 

ぬ   ぬくもりあふれる心と 

ま   学びの力をもつ子ども 

ウォークラリー、地図の見方

は慣れてます。 



１１月の行事予定 

1 日(火) 安全の日 児童朝会 冬型時程開始 

     ふれあい給食(4・5 年)   

4 日(金) ＡＬＴ   

7 日(月) 発表会係会①      

8 日(火) 全校朝会 ６年小中交流会(藤中)   

9 日(水) 発表会総練習   

10 日(木) ブックトーク(3・6 年) 係会② 

11 日(金) 復興の日 ＡＬＴ  

12 日(土) 学習発表会 

14 日(月) 12 日の振替休日  

16 日(水) 本づくりワークショップ 

17 日(木) 雑巾がけレース 職員会議 

19 日(金) ＡＬＴ 

21 日(月) 芸術鑑賞教室 

22 日(火) 発表朝会(1・2 年) 

24 日(木) 集金日 ふるさと交流会 

25 日(金) ALT 花壇整備 図書個人貸出 

28 日(月) 歯磨き指導(１～3 年） 委員会 

29 日(火) 児童朝会 ６年租税教室 

     清掃班長会議 

30 日(水) 代表委 発電所見学(4～6年) 

     学校保健会講演会 

      

 

 

 
 

１０月１２日(水)の３校時、全校で畑の芋掘りをしました。前日のうちに弦が取り払われた

畑の畝に並び、とにかくワクワクしながら開始の合図を待ちます。開始後は、皆一心不乱に掘

って掘って掘りまくりました。次々に掘り起こされる芋に皆大興奮。掘った芋が大きかったと

きは大きいなりに、小さかったときもそれなりに喜びがあふれました。子供たちからは「春に

植えた芋がたくさんできていてうれしかった」「みんなと協力して掘れて楽しかった」「大きい

芋が取れてよかった」といろいろな感想が出されました。 

翌週１８日(火)の３校時、４・５年生がバケツ稲の刈り取りを行いました。このバケツ稲は

ＪＡ平泉さんにバケツや苗等一式を提供いただき、６月１日に植えたものです。一般に行う稲

刈りよりは遅めの刈り取りとなりましたが、近隣で見る稲穂に負けず劣らずの育ち具合に、児

童も満足の表情でした。刈り取ったお米は２週間ほど乾燥させ、自分達で脱穀、精米する予定

です。自分達の口に入るまでにどんな過程があるのか経験する良い機会となっています。 

そして先週の２１日(金)、昨年に引き続き今年も「畑沢やさい村（伊藤幸家代表）」に１・２

年生をご招待いただき、大根の収穫を体験してきました。昨年度も来ている２年生はやはり経

験者らしく、青々と広がる畑を歩きながら、土からのぞいた大根の白い部分をじっくりと吟味

し、しっかり大物を狙っていました。丸々と太く大きく育った大根を、今年も全員が２本ずつ

抜かせていただきました。体ほどもある大根を抱え、子供たちは大喜びです。さて、各家庭で

どのように調理されたのでしょうか。お世話いただいた皆様、今年もありがとうございました。 


